
■
らい予防法廃止から 2 0 年の歳月を経てハンセン病元患者の家族が被害
国復琴求めて得ち卒がりま

■

レた｡

‡元患者 ･ 家族がなぜ苦如の道を歩表されたの 机 このことに私たちがどう

; 向き合うの 机 いまだからこそ私たちが知 ってお< べきことがあります｡ ･

日 時: 2 01 7 年 3 月5 日( 固) 1 4 時 - 1 6 時 (13 時 3 0 分より開場 ･ 受付)

場 所: 登米市迫公民館 登米市迫町佐沼字中江二丁目6 番地1

電話 :0 2 2 0 -

2 2
-

7 3 2 4

講 師: 黒坂 愛衣 さん(東北学院大学経済学部共生社会経済学科准教授)

【講師か らのメ ッセ ー ジ】

2 0 1 6 年早春, ハ ン セ ン病 〈家族〉 の 人 々 が, 集団で の 国賠訴訟 を熊本地裁に 提起 しま した｡ ｢病気
で あ っ た人 々 だ けでなく , そ の 家族で あるわた した ちもまた , 『ら い 予防法』 の被害を受けた当事者
だ｣ とい う訴 えです｡ 原告総数はなん と 5 6 8 名｡ 大部分は匿名とは い え, それ までず っ と

"

見 えな

い
''

存在で あ っ た ハ ン セ ン 病 〈家族〉 の 人 々 が, 日本社会に た しか に存在 して い る こ とを示 した瞬

間で した ｡
ハ ンセ ン病 〈家族〉 の 人 々 が受けた苦 しみとは, どの ようなも の で あ っ た の か ｡ わた しが聞き取

り をさせ て い ただ い た 〈家族〉 たちの 体験を紹介 します｡ か つ て ハ ンセ ン病で あ っ たみなさん, そ
の 家族 の みなさん, ハ ン セ ン病問題 に関心 の ある市民 の みなさん ととも に, こ の 間題 を考える場 に

できれ ばと思い ます ｡

◆講師プロ フ ィ ー

ル

東北学院大学経済学部共 生社会経済学科准教授( 社会
学) ｡ 1 9 7 7 年生まれ ｡ 埼玉 大学大学院博士後期課程修了 ,

博 士( 学術) ｡ N P O 法人人権セ ンタ ー

とちぎ
,
日本学術振興

会特別研究員
,
東京外国語大学 ･ 埼玉 大学非常勤講師など

を経て ,
2 0 1 4 年 4 月から現職｡

◆講師の編著書

黒坂愛衣 ,
2 0 1 5

, 『ハ ン セ ン病家族たち の物語』世織書房.

福岡安則 ･

黒坂愛衣編,
2 0 1 1

, 『生きぬ い て: サイパ ン 玉砕戦
と ハ ン セ ン病』創土社 . 研雄 二 ･ 福岡安則 ･

黒坂愛衣編
,

2 0 09
, 『粟生楽泉園入所者証言集』上 中下 , 創土社 . 黒坂

愛衣 ･ 福岡安則,
2 0 0 3/ 2 0 04 , 『とちぎ発〈部落と人権〉の エ ス

ノグラフイ』p a rt l ～ 3
, 創土社 .

◆ 迫公民館 へ の 交通の ご案内

仙 台駅より高速バ ス ｢登米市役所前｣ 下車
東北本線｢ 新 田｣ 駅より登米市市民 バ ス
｢ 登米市役所前｣ 下車
( ｢新田駅からタクシ ー

で 1 5 分)

～
l

l

/
一

等
'

野郡 幣 モ:鮨
小 ･

■ 1 丁
- ▼ ~ ~ ■

■■ ■ ■ - い
一

町
-

こ .

.
こ′ ′ †.'.

二

lIl 抑 ･
て嶋三崎

¶
･

, -
.

. ∴ ｢ = - 二 王

主催: ハ ンセン病問題を考える市民の集い

連絡先 E -

m ail: Z .t Oh ok u @ d9 .di o n . n ej p ( 星)




